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Fig. 1. Pulse height spectra of 1% and 2% 

Tb-doped LiCaAlF6 single crystals
under thermal neutron irradiation. 
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我々は 2008年頃より、LiCaAlF6 (LiCAF) を母材とした新規固体中性子シンチレーターについて

検討しており、応用物理学会においても Ce添加 LiCAF単結晶 [1]、Eu添加 LiCAF単結晶 [2] 等

の中性子照射下におけるシンチレーション特性について報告してきた。波高分布スペクトルによ

る評価の結果、特に Eu添加 LiCAF単結晶は潮解性のない材料の中で極めて高い発光量を有する

ことがわかっているが、評価機器の都合により、このような発光量評価が可能なのは概ねマイク

ロ秒以下のシンチレーション減衰時定数を有する材料に限られていた。そのため、Tb添加 LiCAF

単結晶 [3] 等の長い減衰時定数を有する発光中心元素を添加した LiCAFについては、その発光量

の定量評価ができていない状況であった。そのような状況において、最近、奈良先端大 柳田の提

案で、九州大 渡辺によりミリ秒台の減衰時定数を有するシンチレーターの発光量評価が可能な測

定系が開発された [4]。本測定系では、シンチレーターからの発光を光電子増倍管で受光、デジタ

イザーで検出信号波形を取得し、デジタイザーの入力側にサブミリ秒台の時定数を有する RC 積

分回路を構成することで、ミリ秒台の減衰時定数を有するシンチレーション信号の取得を可能と

している。本研究では、本測定系により数ミリ秒の減

衰時定のTb3+イオンの4f-4f遷移に伴う発光を生じるTb

添加 LiCAF単結晶の熱中性子照射下の波高分布スペク

トルを評価した。熱中性子は、252Cf 密封線源からの中

性子をポリエチレンにより減速することで照射した。

各イベントで得られる信号波形のパルス面積を横軸に、

カウント数を縦軸にプロットした図を Fig. 1に示す。波

高分布スペクトルの取得に成功していることがわかる。

算出した発光量等の評価結果の詳細は当日報告する。 
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